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オカラには難消化性
ペプチドが多く含ま
れているある種の腸内細菌（乳酸

菌など）のプロテアーゼに
よって、難消化性ペプチド
が分解されてアルギニン
などのアミノ酸が生じる

（原図の出典：栗原 新；近畿大学生物理工学部食品安全工学科,
Soy Protein Research, Japan 25, 87-92, 2022.）
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アグマチンは、別の腸内細菌（エンテロ
コッカス・フェカリスなど）によってプトレ
ッシンへと変換される

プトレッシンは、ヒトの体内において
スペルミジンへと変換され、抗老化に
関わる様々な健康効果をもたらす

そして、最も重要なのが、大腸内の
ポリアミンの原料になることである。

アルギニンの、人体に対する直接的な作用とし
て、成長ホルモン・インスリン・IGF-1・グルカゴ
ンの分泌促進、尿素回路の構成、免疫反応の
活性化、細胞増殖の促進、コラーゲン生成促進、
一酸化窒素の生成による血管拡張、血小板凝
集抑制、ミトコンドリアの生成などである。

<作成：stnv基礎医学研究室>

アルギニンは大腸内のポリアミンの原料である

大腸内に生じたアルギニンは別
の腸内細菌（大腸菌など）によっ
てアグマチンへと変換される


